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模索の時代をうち破れ

一月十五日、町中央公民館大ホlルで平成十一年成人式が開催され、町内の新成人者百二十三人の内、八

十三人が記念式典に参加しました。

会場を訪れた参加者らは、懐かしい顔を見つけては近況報告や思い出話に花を咲かせたり、記念F芝具にポー

ズを取り合ったりして旧交を温めていました
。(関連記事
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白
滝
小
学
校
改
築
費
な
ど

十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
年
度
一
般
会
計
予
算
仁
十
一

億
二
千
九
百
四
十
三
万
七
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
六
十
八
億
六
千

三
百
八
十
八
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
一
地
域
振
興
券
交
付
費
と
し

て
、
地
域
振
興
券
交
付
対
象
者
分
の
交

付
金
と
、
交
付
に
係
る
事
務
費
等
七
千

四
百
七
十
一
三
万
六
千
円
を
補
正
。

一
教
育
費
}
学
校
建
設
費
と
し
て
、
白

滝
小
学
校
の
全
両
改
築
に
要
す
る
事
業

費
五
億
九
千
一
一
一
百
三
十
八
万
円
を
補
正
。

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、
十
二
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
ま

で
の
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
口

今
凶
の
議
会
で
は
、
長
浜
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
一
止
す
る
条
例
、
長

浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)
な
ど
の
議
案
十
五
件
が
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
書
な
ど
の
議
会
報
告
案

件
四
件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
、
道
路
関
係
予
算
の
確
保
及
び
道
路

特
定
財
源
制
度
の
堅
持
等
に
関
す
る
意
見
書
の
議
会
提
出
案
件
一
件

も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
相
介
し
ま

す。一
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
費
と
し
て
、
九
月
の
豪
雨
及

び
台
風
十
号
に
よ
り
被
災
し
た
農
道
等

の
復
旧
事
業
費
に
一
千
二
百
凹
十
三
一
万

七
千
円
。
ま
た
、
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
十
号
に

よ
り
被
災
し
た
道
路
・
河
川
等
の
工
事

啓
一
等
二
億
五
千
七
百
三
十
八
万
三
千
円

を
補
正
。

長
浜
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
捕
に
関
す
る
条
例
を
制
定

一
般
家
庭
の
ご
み
処
理
費
用
負
担
の

公
平
化
、
ご
み
の
減
量
化
、
及
び
環
境

保
護
を
図
る
た
め
、
平
成
十
一
年
四
月

一
円
か
ら
の
ご
み
の
七
種
分
別
・
有
料

収
集
の
実
施
に
あ
た
り
、
新
た
に
本
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
拠
し
、
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。本
町
職
員
の
場
合
、
給
与
で

0
・八

二
%
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
初
任
給
で

は
、
高
校
卒
が
十
四
万
一
千
七
百
円
、

短
大
卒
が
十
五
万
一
千
六
百
円
、
大
学

卒
が
十
七
万
四
千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

道
路
関
係
予
算
の
確
保
及
び

道
路
特
定
財
灘
制
農
の
堅
持

等
に
関
す
る
意
見
書

地
し
万
の
道
路
整
備
は
軒
に
立
ち
遅
れ

て
お
り
、
活
力
と
伺
性
あ
ふ
れ
る
町
づ

く
り
や
豊
か
な
国
づ
く
り
を
実
現
す
る

に
は
、
そ
の
整
備
促
進
を
今
後
一
層
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府

は
、
平
成
十
一
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
道
路
特
定
則
源
制
度
を
堅
持
し
、
必

要
な
道
路
整
備
予
算
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
方
へ
の
傾
斜
配
分
に
つ
い
て

格
段
の
配
慮
を
す
る
よ
、
っ
、
強
く
要
望

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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山

鳥

坂

ム

中
予
分
水
問
題

に
つ
い

来
だ
釈
明
の事
実
じ
な
か

質
問
:
・
先
の
九
月
県
議
会
で
の
、

「
中
予
分
水
に
積
極
的
に
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
」
と
の
一
般
質
問
に
対
す

る
、
小
菅
副
知
事
の
「
中
子
分
水
で
は

裏
面
に
政
治
的
な
意
図
も
あ
り
、
容
易

に
進
展
し
な
い
の
が
現
状
だ
。
:
・
」
と

の
答
弁
に
は
、
大
き
な
嫌
疑
と
不
信
感

を
抱
い
て
お
り
、
流
域
住
民
意
識
と
の

大
き
な
ず
れ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る。

問

中

堅

太

郎

一一譲昌一

こ
の
こ
と
に
対
し
、
町
長
は
、
新
聞

紙
上
で
「
i
あ
の
答
弁
は
何
だ
。
釈
明

が
な
け
れ
ば
門
戸
は
聞
か
な
い
。
」
と

不
信
感
を
露
わ
に
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
副
知
事
か
ら
何
ら
か
の
釈
明
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
こ
の
問
題

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
副
釦
事
発
一
一
一
口
に
つ

い
て
は
、
大
き
な
疑
念
と
不
信
感
、
憤

り
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
ダ
ム

山
崎
設
・
分
水
問
題
は
、
長
浜
町
の
最
重

要
案
件
と
認
識
し
な
が
ら
も
、
真
撃
な

姿
で
町
の
将
来
を
心
配
す
る
が
故
に
、



不
幸
に
も
行
政
・
議
会
・
町
民
と
の
問

で
意
思
の
疎
通
の
問
題
や
食
い
違
い
を

生
じ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ

の
よ
う
な
答
弁
が
な
さ
れ
る
と
、
今
ま

で
我
々
町
民
は
何
の
た
め
に
苦
労
し
て

き
た
の
か
、
虚
脱
感
さ
え
覚
え
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
感
じ
が
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
町

議
会
の
皆
さ
ん
共
々
多
面
的
な
議
論
や

考
え
方
の
す
り
あ
わ
せ
を
行
い
、
長
浜

町
と
し
て
の
意
見
の
収
敬
作
業
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、
県
と
流
域
住

民
と
の
意
識
に
は
余
り
に
も
大
き
な
隔

た
り
が
あ
る
。
中
予
的
視
点
の
み
で
な

く
、
流
域
の
不
安
や
痛
み
を
分
か
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
問
題
は
「
政
治
的
な
意

図
」
云
々
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
左
右

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
地
元
行
政
と

し
て
、
住
民
と
の
連
携
の
中
で
考
え
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
切
に
感

じ
て
お
り
、
県
理
事
者
に
も
理
解
を
求

十
月
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
災
害
復
旧

に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

夕、ム問題などについて審議される町議会

で
き
る
限
り
の
諸
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い

質
問
・
:
十
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
豊
茂
奥
地
区

の
河
川
治
山
復
旧
工
事
の
方
法
等
、
現

状
と
方
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
復
旧
工
事
箇
所
を
取
水
口
と
し

て
い
る
水
田
の
取
水
の
便
宜
は
図
ら
れ

る
の
か
。
で
き
な
い
場
合
に
補
償
は
あ

る
の
か
。
町
道
及
び
赤
道
、
青
線
等
に

つ
い
て
の
復
旧
の
現
状
と
方
向
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
業
災
害
復
旧
法
の
適
用
個
所
は
数
カ

所
で
個
人
負
担
等
問
題
が
多
い
が
、
町

の
補
助
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。答
弁
(
町
長
)
i
今
回
の
災
害
に
つ

い
て
町
で
は
、
そ
の
復
旧
に
速
や
か
に

取
り
か
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

国
・
県
へ
の
手
続
等
で
着
手
に
は
今
し

め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
発
言

に
対
し
て
の
具
体
的
な
釈
明
の
事
実
は

未
だ
な
い
。

菊

地

宣

之

議

員

ば
ら
く
時
間
を
要
し
て
い
る
。
こ
の
間

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
が
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

豊
茂
地
区
の
復
旧
計
画
で
あ
る
が
、

上
流
部
林
地
に
つ
い
て
は
、
復
旧
治
山

と
い
う
こ
と
で
林
野
庁
と
県
と
で
工
法

協
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
県
管
理
の

護
岸
等
復
旧
は
、
自
然
環
境
に
配
慮
し

た
士
法
で
査
定
を
受
け
る
べ
く
準
備
い

た
だ
い
て
い
る
。
採
択
決
定
後
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
、
作
付
け
の
問
題
等

も
含
め
地
元
へ
の
詳
細
説
明
と
協
力
等

の
要
請
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
早

期
復
旧
の
た
め
、
関
係
地
権
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
国
庫
負
担
法
に
該
当
し
な
い

皇
道
や
小
河
川
、
農
地
等
の
復
旧
に
つ

い
て
は
、
利
用
状
況
や
緊
急
度
も
勘
案

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
順
次
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
地
復
旧
に
つ
い
て
は
、
負
担
軽
減

等
の
財
政
措
置
の
ほ
か
、
融
資
制
度
等

も
活
用
し
、
生
産
者
に
意
欲
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
で
き
る

限
り
の
諸
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
問
題
審
議
委
員
会

(
仮
称
)
を
発
足
さ
せ
て

質
問
・
・
・
町
内
小
中
学
校
の
完
全
給
食

に
つ
い
て
は
、
心
身
の
発
達
に
欠
か
せ

な
い
栄
養
素
の
摂
取
、
共
働
き
家
庭
・

母
子
福
祉
家
庭
の
増
加
、
経
済
性
等
か

ら
、
大
多
数
の
保
護
者
が
こ
れ
を
望
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
町
は
実

施
に
向
け
て
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、

解
決
し
て
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
問
題
は
、
長

く
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
重
要
問
題
だ

と
承
知
し
て
お
り
、
近
々
、
学
校
、

P

T
A
、
議
会
、
行
政
、
有
識
者
等
で
構 早期復旧が望まれる豊茂の被災農地

成
す
る
「
学
校
給
食
問
題
審
議
委
員
会
」

(
仮
称
)
を
発
足
さ
せ
、
各
観
点
か
ら

の
ご
意
見
を
賜
り
た
い
。

こ
れ
ま
で
は
、
子
ど
も
の
た
め
に
母

親
が
弁
当
を
作
る
意
義
が
評
価
さ
れ
、

学
校
給
食
を
見
合
わ
せ
て
き
た
わ
け
で

あ
る
が
、
最
近
の
社
会
状
勢
の
変
化
の

中
、
そ
う
い
う
面
だ
け
で
は
片
付
け
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
心
身
の
発
達
に
欠
か
せ
な
い
栄

養
素
の
摂
取
の
面
か
ら
は
、
給
食
問
題

の
み
な
ら
ず
家
庭
で
の
食
事
の
問
題
も

含
め
、
そ
の
主
役
で
あ
る
お
母
さ
ん
方

と
一
緒
に
、
全
体
的
な
見
方
に
立
っ
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
。

答
弁
(
教
育
長
)
:
学
校
給
食
に
つ

い
て
は
、
近
隣
市
町
村
の
実
態
調
査
や
、

資
料
の
収
集
を
行
い
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
施
に
向
け
て
は
、

実
施
方
法
、
建
設
費
・
維
持
管
理
費
、

保
護
者
負
担
金
等
の
問
題
が
あ
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
早
急
に
「
学
校

給
食
問
題
審
議
委
員
会
」
(
仮
称
)
を

発
足
さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
ご

検
討
い
た
だ
き
、
そ
の
答
申
に
基
づ
い

て
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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激
特
事
業
に
対
す
る
取
組
姿
勢
に
つ
い
て

第
一
次
産
業
の
振
興
指
導
「
い
つ
い
て

当
町
で
の
県
政
座
談
会

開
催
要
請
拒
否
に
つ
い
て

関
係
企
業
か
ら
の
隔
離
に
つ
い
て

当
事
者
間
で
問
題
の

す
り
合
わ
せ
を

質
問
:
・
説
特
事
業
は
、
町
の
要
望
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
在
は
、
漁
業
権
の
関
係
で
、
建
設
省

の
方
ば
か
り
が
前
面
に
出
て
、
私
の
十
刀

に
ィ
請
を
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

建
設
省
に
は
、
沖
浦
・
小
浦
側
の
こ

と
も
併
せ
て
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て

町
と
慎
重
に
合
誌
を
し
て
、
そ
の
結
果

を
私
の
方
に
す
る
よ
う
に
言
っ
て
い
る区山出4JJ 

久ス図れ中小望が修計λ
寸
戸
L可のロuυ

糾
且
ド早

宮

英

議…
U

一員

が
、
そ
の
後
何
ら
か
の
形
で
話
は
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
も
っ
と
町
が

前
面
に
出
て
関
係
者
と
話
を
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
激
特
事
業
に
つ
い

て
は
、
そ
の
完
全
達
成
に
向
け
て
、
地

域
や
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
努
力

L
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
仁
久
地
区
の
河
川
改

修
に
つ
い
て
は
、
上
流
部
が
改
修
さ
れ

て
い
る
形
の
中
、
一
臼
も
早
く
実
施
し

て
い
だ
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
ご

指
摘
の
漁
業
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

当
事
者
で
あ
る
建
設
省
と
漁
業
組
合
と

で
問
題
の
す
り
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
方

向
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
町
の

方
か
九
も
一
日
も
早
く
工
事
の
若
手
が

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
c

ま
た
、
沖
浦
・
小
浦
側
め
主
要
地
方

道
長
浜
中
村
総
改
良
工
事
に
り
い
て
は
、

県
に
お
い
て
ま
だ
具
体
的
な
実
施
計
画

が
で
き
て
い
な
い
が
、
日
十
く
そ
の
方
向

付
け
を
立
て
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ジ
精
神
で

取

り

組

た

い

ヤ

レ

質
問
:
第
一
次
産
業
、
特
に
水
産
業

は
、
大
変
醍
し
い
時
を
迎
え
て
い
る
υ

今
後
、
十
分
な
指
導
し
ど
し
て
も
ら
い
た

い
が
、
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
第
一
次
産
業
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
導
入
可
能
な
施
策
を

取
り
入
れ
、
継
続
し
て
振
興
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
市
場
主
義
原
理
の
上
で
の
第

一
次
産
業
の
維
持
・
継
続
は
、
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
旧
態
依
然
と
し
た

考
え
方
で
は
、
現
状
を
打
破
で
き
な
い

と
考
え
る
。
特
に
組
合
幹
部
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

や
る
べ
き
事
を
方
向
付
け
、
失
敗
を
怯

れ
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
レ
ン
、
ン
精
神
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

の
畑
地
乱
を
招
く

要

因

判

断

質
問
;
園
長
浜
町
で
の
県
政
座
談
会
開

催
を
拒
否
し
た
理
由
は
何
か
c

答
弁
(
町
長
)
:
・
県
政
直
談
会
開
催

に
つ
い
て
は
、
九
月
二
十
九
日
に
町
村

会
長
名
の
十
人
畜
で
依
慣
が
あ
っ
た
が
、

本
来
、
県
政
の
座
談
会
で
あ
れ
ば
県
当

局
か
ら
の
要
請
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、

な
ぜ
町
村
会
長
払
と
い
う
形
態
を
と
ら

れ
た
の
か
誕
問
を
持
っ
た
。
時
期
的
に

も
、
予
定
さ
れ
て
い
る
知
事
選
挙
に
向

け
て
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
中
、

こ
の
会
の
嗣
径
は
町
の
混
乱
を
招
/
¥
要

因
と
も
な
る
と
、
心
配
し
、
見
合
わ
せ
る

こ
と
に
し
た
。
後
日
、
こ
の
座
談
会
に

関
す
る
礼
状
問
題
が
出
た
が
、
そ
の
状

勢
を
推
察
す
れ
ば
、
私
の
判
断
の
正
当

性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
フ
て

し
る法

抵
撤
す
る

状
況
に
也
、
危
い

質
問
・
:
地
方
自
治
法
第
一
四
二
条
で

仁
久

5
長
浜
大
橋
間
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

火
葬
場
周
辺
め
整
備
と

葬
儀
場
の
設
置
に
つ
い
で

町
体
育
館
の
改
造
に
つ
い
て

白
山
園
の
移
転
に
つ
い
て

県
道
仁
久
3
岸
本
石
油
聞
の

道
路
政
良
に
つ
い
て

早
ぐ
計
画
説
明
を
い
た
だ
く

ょ
う
努
め
て
い
き
た
い

質
問
・
・
・
仁
久
1
長
浜
大
橋
問
の
河
川

改
修
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
現
在
、
上

流
の
堤
防
は
ほ
と
ん
ど
で
主
」
あ
が
っ
て

は
、
地
方
公
共
団
体
の
長
の
、
関
係
企

業
か
ら
の
隔
離
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

町
長
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

ま
た
、
今
後
し
ば
ら
J
¥
関
係
企
業

を
指
名
か
ら
は
ず
す
と
い
う
考
え
は
な

ミ
、
ノ
ハ

o

し
U
J
7

答
弁
(
町
一
一
一
目

)
i
関
係
企
業
か
ら
の

隔
離
に
つ
い
て
は
、
全
役
職
を
辞
任
し

て
お
り
、
法
に
抵
触
す
る
状
況
に
は
な

い
心
ま
た
、
関
係
の
あ
っ
た
企
業
の
指

名
除
外
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
私
は
、

行
政
、
公
共
事
業
発
注
者
の
最
高
責
任

者
と
し
て
、
今
後
と
も
憶
測
や
疑
誌
の

も
た
れ
な
い
よ
う
に
、
公
平
公
正
に
努

め
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
の
で
ご
理
解

い
た
三
き
た
い
。

一4-

呆

士
口

J成
一
時
間
口
聞
(

お
り
、
大
雨
が
降
り
大
獄
と
満
潮
が
重

な
れ
ば
、
最
悪
の
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
な
る
ま
で
に
両
端
の
堤
防
を
早
く

作
っ
て
ほ
し
い
が
、
江
湖
の
存
続
と
合

わ
せ
、
町
は
ど
う
芯
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
仁
久
j
長
浜
大
橋



聞
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
一
般
改
修
事

業
で
、
県
道
と
の
合
併
施
工
に
よ
り
て

事
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

建
設
省
に
お
い
て
は
、
治
ぶ
安
全
度
の

低
い
と
こ
ろ
か
ら
順
に
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
で
、
仁
久
j
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

間
の
計
画
説
明
は
あ
っ
た
が
、
中
学
校

j
江
湖
の
聞
に
つ
い
て

ι、
具
体
的
な

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
対
岸
も
含

め
、
で
き
る
だ
け
早
く
計
画
説
明
を
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
江
湖
は
、
坂
本
龍
馬
脱
落
の

際
の
歴
史
的
足
跡
め
あ
る
地
で
、
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
今

後
の
建
設
省
の
計
聞
に
も
、
こ
れ
を
考

慮
に
入
れ
て
い
た
だ
く
べ
く
お
願
い
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

実
状
を
見
な
が
ら

対
応
し
た
い

質
問
:
・
火
葬
場
の
同
辺
整
備
と
し
て

歴史的足跡を持つ江湖

不
燃
物
鼎
与
さ
場
を
移
転
し
、
樹
木
を
植

え
公
固
化
し
た
ら
ど
弓
か
。
ま
た
、
火

葬
場
の
前
に
、
直
会
も
で
き
る
葬
儀
場

を
造
っ
て
は
ど
う
か
υ

答
弁
(
町
長
)
:
・
不
燃
物
処
理
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
回
計
画
し
た
ご
み
処

刑
山
計
画
の
実
施
に
よ
り
、
平
成
十
一
年

四
月
以
降
、
撤
去
す
る
計
画
で
あ
る
)

現
状
で
の
ご

質
問
:
・
町
体
育
館
に
つ
い
て
、
大
ホ
!

ル
め
カ
ー
テ
ン
の
後
サ
均
一
に
置
い
て
い
る

机
や
椅
子
な
ど
は
、
舞
台
の
下
を
改
造

し
て
収
納
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
調
理

室
は
ふ
れ
あ
い
会
館
に
も
保
健
七
ン
タ
ー

に
も
あ
る
の
で
、
改
造
し
て
万
能
仁
伎

え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、

重
量
物
搬
出
入
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か

リ
フ
ト
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
;
・
大
ホ
I
ル
の
ス

テ
ー
ジ
下
に
は
、
冷
暖
房
の
吸
い
込
み

ダ
ク
ト
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
収
納
庫

へ
の
改
造
に
は
冷
暖
房
設
備
の
全
面
改

修
を
要
す
る
た
め
、
現
状
で
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
た
い
。

次
に
調
理
室
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

保
健
セ
ン
タ
ー
は
町
主
催
保
健
事
業
に

支
障
の
な
い
こ
と
が
前
徒
で
あ
り
、
夜

間
は
基
本
的
に
は
使
用
で
き
な
い
。
ふ

れ
あ
い
会
館
は
、
二
階
に
あ
る
た
め
利

本
格
的
な
公
園
化
に
つ
い
ζ

は
、
今
後

火
葬
場
の
全
面
改
築
の
計
画
と
令
わ
せ

て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
葬
儀
場
固

な
お
ら
い

阪
会
の
で
き
る
待
合
所
建
設
に
つ
い
て

は
、
財
政
、
管
理
運
営
等
諸
般
の
事
情

か
ム
困
難
で
あ
り
、
今
後
、
実
状
を
見

な
が
ら
対
応
十
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る。用
者
か
ら
何
か
と
不
挺
で
あ
る
と
の
意

見
が
山
て
い
る
ο

町
体
育
館
謝
珂
室
の

刊
用
方
法
に
つ
い
て
は
ー
今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
け
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
手
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
建
築
専

門
家
に
よ
れ
ば
、
建
物
の
構
造
上
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ボ
ー
ル
の
ス
ペ
ー
ス
を
獲

得
で
き
な
い
と
の
意
見
で
あ
る
の
で
ご

型
解
い
た
だ
き
た
い
。

最
重
要
政
策
課
題
と
し
て

最
大
限
の
努
力
を

質
問
i
白
山
間
の
移
転
に
つ
い
て
崎
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
現
在
、
ム
月
山
園
の

移
転
場
所
の
適
地
を
選
定
す
る
作
業
に

入
り
、
長
浜
町
高
齢
者
計
〈
(
口
信
祉
施
設

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
安
心
と
ゆ
と
り

の
醸
成
で
き
る
施
設
も
視
野
に
入
れ
た
、

総
合
的
な
整
備
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
つ
く
り
を

念
頭
に
計
画
を
進
め
て
い
ゐ
。
今
後
も
、

町
行
政
に
お
け
る
最
重
要
政
策
課
題
と

し
て
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た

い
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

代
替
地
を
考
慮
し
た

計
画
づ
く
り
を

質
問
・
・
・
仁
久
か
ら
岸
本
石
油
間
の
道

路
改
良
は
ど
『
」
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
仁
久
か
ら
小
学
校

聞
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
を
順
次
行

い
つ
つ
改
良
整
備
を
実
施
し
て
い
る
が
、

中
学
校
j
国
道
一
二
七
八
号
の
問
は
、
地

図
混
乱
区
域
の
た
め
そ
の
訂
正
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
u

な
お
、
計
画
で
行
く
と
、
多
く
の
立

退
者
が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

今
後
代
菅
地
を
考
慮
し
た
形
で
の
計
画

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

県
当
局
の
ご
指
導
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

早
期
改
良
・
完
成
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

~7 日2月1生活習慣病予防週間
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平
成
ト
年
分
の
所
得
税
の
倖
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
浜
町
体
育
館
で
の
出
張
受
付
は
、
二
月
十
六
同
か
ら
十

八
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
般
の
人

V

商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、
漁
業

な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人
V
地
代
、

家
賃
、
配
当
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
V

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

こ
の
他
、
平
成
十
年
中
に
各
種
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配

偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
・
ぞ
の
他
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
、
必

ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得
を
確

か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ザ
ラ
リ
ー
マ
シ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
の

所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
L

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る

人
V
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人
V
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
超
え
る
人

上
手
な
納
税
相
談

納
税
相
談
崩
間
中
、
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
待
っ
て
い
る
他
の
相
談
者
の
た
め

に
も
正
し
い
申
告
を
早
く
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
。
上
手
な
相
談
は
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

V
皇
口
書
を
確
寵
し
て
、
住
所
・
氏
名
・

扶
養
控
除
楠
な
ど
記
入
で
き
る
・
と
こ
ろ

は
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
マ

収
支
内
訳
喜
は
、
帳
簿
・
領
収
書
な
ど

か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書
の

分
か
る
L

乙
三
ろ
を
記
入
し
て
お
い
て
〈

だ
き
い
。

wv
関
係
書
類
は
持
参
し
ま
し
ょ

、つ。
税
務
職
員
も
税
金
を
納
め
て
い
る
納

税
者
で
す
。
同
じ
納
税
者
で
す
の
で
、

お
賓
軽
に
相
諜
〈
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

V
申
告
世
一
日
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」
す
印
鑑
(
認
印
)

マ
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記
鍔

な
ど
V
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」

W
医
療
控
除
を
受
け

る
人
は
、
「
支
払
っ
た
医
按
費
の
煩
収

音
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
き
れ
た
金
額

ポシ弘
完E議-J.-這;4Eの申告は

平成11年度分町・県民税の申告は、 2月16日から 3月15日までで
すので、期限内にお忘れなく申告してください。

申告をしなければならない人
平成11年 1月 1日現在、長浜町に住民登録されている人で、
ような人は、町・県民税め申告をしなければなりません。
マtFJ民健r，.tt保険Lニ加入している人V給与所得のほかに、農業、家賃、
地代等の収入のある人V 勤務先から給与支払い報告書を提出されな
」リ¥.....給与所得以外の人で、営業平農業、その他の事業を行ってい
る人、または、雑所得、副業、内職等で平成10年中に所得のあった
入

申告に感要な書類

マ町・県民税の申告書(役場税務課または申告会場にあります。)
V 給与所得または年金の場合は、源泉徴収票

申告をしなかった場合

町・県民税の申告をしなかった場合は、推計で課税することになり、
国民健康保険枇等の軽減措置が受けられないことがあります。
また、所得税の確定申告をされた人は、町・県民税の申告をする
必要がありませんので、お間違いのないようにお願いします。
なお、所得税、町-県民税の申告主相談については、役場税務課
(晋 52-1111 ・(有)2041)へお同い合わせくださL、

-6-

までです

次の

3月15日
の
明
細
書
」

V
社
会
保
険
控
除
の
あ
る

人
は
、
「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
八
与

な
ど
の
支
払
の
明
細
君
」

V
生
命
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
書
」

V
住
宅

取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
住
民
票
」
「
家
屋
の
孟
記
簿
謄
本
」

「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係

る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
吉
」
な

ど
マ
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
被
害
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
証
明

書
」
な
ど
を
必
ず
お
忘
れ
な
く
持
参
し

て
く
だ
き
い
o

v
税
務
署
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
休

み
で
す
の
可
、
時
間
外
ポ
ス
ト
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
休
み
の
日
の
申
告
書

等
の
提
出
じ
ご
利
用
く
だ
さ
い
c

な
お
、
申
告
書
等
の
提
出
は
、
郵
送

で
も
差
じ
支
え
あ
り
ま
せ
ん
υ

申
告
書
の
提
出
は



今
回
の
特
別
減
税
は
、
定
額
減
税
で

あ
り
、
つ
ぎ
の
金
額
が
新
付
す
べ
き
所

得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

。

本

人

三

八

、

0
0
0
円

。
控
除
対
象
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族

一
人
に
つ
き
一
九
、

0
0
0
円

た
だ
し
、
特
別
減
税
額
が
、
納
付
す

べ
き
所
得
税
額
を
超
え
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
納
付
す
べ
き
所
得
税
額
を
減
税

の
限
度
と
し
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
年
末
調
整

で
特
別
減
税
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
、
税

金
が
精
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
銀
行
な

ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て

納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
と
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
場

合
に
は
、
預
貯
金
先
の
金
融
機
関
ま
た

は
、
所
轄
の
税
務
署
に
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
金
を
受
け
取
る
場
合
に

は
、
早
く
て
安
全
確
実
な
預
貯
金
口
座

振
込
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
(
宮
ニ
四

三
一
一
五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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的
な
視
線
で
、
ひ
そ
か
に
攻
撃
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
視
娘

を
向
け
ら
れ
た
人
々
冒
・
回

R
I
l
-

は

、

そ

の

攻

撃

を

覇

盟

む

ま

と

も

に

受

け

て

騨

歯

け

自

滅

す

る

か

、

あ

輔

趨

向

る

い

は

そ

の

攻

撃

鰐

臨

ほ

に

耐

え

続

け

、

い

噛

墨

陥

つ

ま

で

も

「

障

害

」

官

晶

制

者

で

あ

る

と

い

う

咽

鍾

別

レ

ッ

テ

ル

を

貼

ら

.

監

走

れ

、

自

分

ら

し

さ

圃

瞳

l
J川

を
失
っ
た
ま
ま
、
同
り
に
気
を
使
い
な

が
ら
生
き
延
び
て
い
く
か
の
ど
ち
ら
か

で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
ち
ら

の
場
合
も
ま
る
で
地
獄
の
よ
う
な
も
の

で
す
。L
か
し
、
私
は
そ
の
こ
と
が
分
か
っ

て
い
な
が
ら
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に

し
て
い
け
ば
「
差
別
で
な
い
」
「
差
別

者
に
な
ら
な
い
」
か
が
、
よ
く
理
解
で

き
な
い
の
で
す
。
現
実
に
、
差
別
は
次

第
に
解
消
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
一

← 7~ 



第
四
回
ど

(
野
村
学

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
野
村
学
園
園

生
に
よ
る
「
第
四
回
ど
ろ
ん
こ
の
詩
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
も
、
園
生
の
豊
か
な
感
性
で
表

現
さ
れ
た
、
自
然
を
テ

l
マ
に
し
た
版

画
詩
や
花
を
テ
l
マ
に
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

約
三
十
点
の
ほ
か
、
手
作
り
詩
集
、
繭

団
扇
な
ど
、
私
た
ち
の
心
に
詰
り
か
け

£
な
た
を
待
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す

骨
髄
パ
ン
ク
に
登
録
を

命
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)
」

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血
病
や

重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
難

病
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
(
ド
ナ
l
)

の
白
血
球
の
型

(
H
L
A
型
)
を
一
致

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
一

致
す
る
確
立
は
兄
弟
姉
妹
問
で
四
人
に

一
人
、
そ
れ
以
外
で
は
数
百
人
か
ら
数

万
人
に
一
人
と
稀
な
た
め
、
ま
だ
多
く

の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ

て
く
る
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ
び
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

{
日
時
一
一
一
月
十
八
日
j
一
一
一
月
四
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
・
汀
曜
日
休

館
){
場
所
}
ふ
れ
あ
い
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

軍

な
い
で
い
ま
す
。

市
愛
媛
県
で
は
、
「
骨
髄
パ
ン
ク
登
録

窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の

健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
お
問
い
合
わ
せ
}
八
幡
浜
中
央
保
健

所
(
八
幡
浜
市
北
浜
一

l
一
一
了
三
七
一

宮
O
八
九
四
二
二
|
四
一
一
こ
ま

た
は
、
受
授
県
骨
髄
デ

1
タ
セ
ン
タ
ー

(
松
山
市
高
岡
町
八

O

一
一
宮

O
八

九

九

七

三

O
七
0
0
)
ま
で
。

童
労
者
(
移
転
就
職
者
)

の
た
め
の
雇
用
促
進
住
宅

の
入
居
募
集
に
つ
い
尤

一
雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
愛
媛
県
下

に
六
か
所
、
六
四

O
戸
の
雇
用
促
進
住

宅
を
設
壁
し
て
い
ま
す
。

II!!!l1I!叫明間抑制|制附騨業1111111111111
~喜多郡広域著者塾研，究クル-7~

E.，illHillill"l 
喜びが多い郡と書いて「喜多郡」
私たち喜多郡の砦者は、一体となって地域を盛り上げ

よろと町づくりにもえてし込ます。

そんなワクワクするような冗気なイメーシを図案化し

て下さい。

I応募資格]
年齢不問)

I応募方法] B 5版の白色紙使用。使用色 2色まで。用
紙の上部へを記入。裏面にマークの説明、住所、氏名

(フリガナ)、自宅の電話番号を記入。

i応募締め切り] 3月20日(当日消印有効)
【その他]応募上の注意事項有り。次へ問い合わせのこ

と。

【応募先・お問い合わせ】

〒797~1504 :喜多郡肱川町大字
山鳥坂73番地:肱川町公民館内:
喜多郡広域若者塾研究グル←プ

「シンボルマーク募集」係(宮 0
893~34~2307) まで。

昨年展示された臨函詩

申
し
込
み
は
、
ハ
ロ

l
ワ
I
ク
(
公

共
職
業
安
定
所
)
の
紹
介
に
よ
り
就
職

し
、
ご
家
族
と
一
緒
に
住
宅
を
移
転
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
万
の
た
め
に
、
他

に
適
当
な
住
宅
が
見
つ
か
る
ま
で
の
問

一
時
的
に
ご
利
問
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

入
居
で
き
る
方
は
、
次
の
い
ず
れ
の

条
件
に
も
該
当
す
る
方
で
す
。

①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

②
毎
月
の
月
収
額
が
家
賃
等
の
四
倍
以

上
あ
る
こ
と
。

③
同
居
す
る
家
族
が
あ
る
こ
と
。

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
(
原
則
と
し
て

勤
務
先
の
事
業
主
)
が
あ
る
こ
と
。

⑤
住
宅
仁
岡
っ
て
い
る
こ
と
。

な
お
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
i
ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)
ま
た
は

雇
用
促
進
事
業
団
愛
鰻
雇
用
促
進
セ
ン

タ
ー
(
宮

O
八
九
l
九
四
七
i
六
六
七

七
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し
ょ
う

喜
多
産
師
会
で
は
、
全
て
の
医
療
機

関
が
協
力
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
適

切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い
つ

で
も
、
何
で
も
相
談
で
き
る
信
頼
の
お

(ブロ・アマ・どなたでも応募できます。

け
る
医
者
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ

こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

こ
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、
病
気

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
左
、
健
康
管

理
、
予
防
接
種
、
往
診
、
家
庭
看
護
、

介
護
等
、
健
康
に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
専
門
医

や
病
院
へ
の
紹
介
も
し
ま
す
。

喜
多
医
師
会
で
は
、
事
務
局
に
「
か

か
り
つ
け
医
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
お
持

ち
で
な
い
必
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
連
絡
先
}
(
社
)
喜
多
医
師
会
(
宮
一
一

五
l
三
O
九

O
)
ま
で
。

龍書

一

図
立

・

町

r

浜

掴

長

8 

書名 著者

。他力 有木寛之
O時代末 (J:..下) 堺屋太一

O藍色問廊殺人事件 内田康夫
O子育ごマネープランやりくりの達人

f夏本康子
:0反常識講座 渡辺淳一
:0人間というもの 司馬遼太郎

:0心を伝える 宇治敏彦



一
月
三
日
、
愛
媛
県
知
事
選
挙
の
投

票
が
町
内
十
四
か
所
の
投
票
所
で
行
わ

@ 

れ
、
即
日
午
後
九
時
か
ら
町
体
育
館
で

開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開票作業を行う事務従事者

4' 戸! 前 回
(平成 11.1.3) (平成7.1.22)

有権者数 8，225人 8，557人

投有票者数 6，839人 6，193人

効票 6，772票 6，126票

無効票
67票 67票

(持ち帰り l含)

投票率 83.15 % 72.37 % 

当
日
有
権
者
数
は
八
、
二
二
五
人

(
前
回
八
、
五
五
七
人
)
で
、
投
票
者
数

は
六
、
八
三
九
人
、
投
一
国
主
十
は
八
一
-
了

一
五
%
(
前
回
七
二
・
て
一
七
%
)
で
し
た
。

な
お
、
各
投
票
所
で
の
投
票
率
、
長

浜
町
開
票
区
で
の
各
候
補
者
の
得
票
数

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

藤原としたか

谷田けい子

福岡英---::. I 28票

か五 11- I 4 ， 6 5 2票
伊賀さだゆき

結果

1 ， 7 3 3票

:;:<?: }~~: }1{深夜文民:〉む民:※[}~t{ }~: :*:減反民:誠}:~: :!>!~: :*: }~~: :~~::'与:~:(:*: J桜..民:~:{誠)':'(試}:!，伐~::~:{見交叉}!{:;!<?: ):( :;:<f: }:( ::>:{ }:{反対:;r{}:~: :~{ 
芸園E翌年金のメリット 準轟艦、 g 
):{ .. 醸官「 n哩} :漆e
)o:~: 1思いがけないインフレが起こっても、実質価値が目減りしません。 cf'I " ~ 主~(

奈2山に長生き川、甘年金がもらえます。 いいLh夕、議
《 53 全国民共通の年金として国庫負担がけの 1 ついています。ザ ~tI ?'tf1f (込主文

~例 \'M) r=l.五
:簿記※20歳から60歳の方ガ必ず常IJ度に加入することで、個人では対応しされない物価上昇等 I I ¥げ/ ¥ 1 文
民 に制度全体で対応しているので官。 L.._._.Lー_Yl/_ __¥.ノ 民
主~~'・

主 ・・昌民年金と私的年金のちがい・・ 2 
受;一一寸一一面一戻年金一一-r-←一極一面年一金 15 
E霞里離数量老後の所得保障の柱 iub豊かな老後生活のため --72 

一一一一一
民総車整釜議額繍物価上昇すると4金額もア yプ lト物価上昇しでも年金額は変わらない I }:{ 
機崇幣警縁翠畿蚤鐙g機譲俳ト 斗→i 一一一一→:医持鱗桜更〈: 
〉ヌ更際事慕安緒期F駆iill6閃5歳伽カか3ら生j涯庄もらえる l生自涯もUらえ杭ない叫ものωカがず多い |晴又

芸霞麹蕗些型三塑塑竺唾叩乞二二
5 撫~，Î~IIII坦切竺P入、 後附世聞猷代tの州安対拙?払ム山つ辻岬た剖岬イ保果購険桝料、 運用収入、 国鵬庫顧負尉t十里l巾引本似人伺附叫払恥ムつた時イ保呆険桝半料ヰふ、 運用収入 |ι 減

炉議路間~::.~---'.~~"~;持;十 一__j[___.. .二一一一一一一一一 _j ):( 

:;:{ }::{ :;:~: :~~: ::>!{ :~:~: :;:~: :${ :?-:{ ::>:~:ば :~f:}t{ }:{ }~~::.対減反又:湾当[ :~:~: )'i~: )，~~:民民同[}t{ ヌヌ}:<(}:{:'湾総~::;!~:試民:;:(:;-:{ )::~:試;以:昇給記:医長:ゑ~ J織~}:{}~<;:

-9-

161¥票

eEEi 
刃て

愛媛県知事選挙投票結果
I t宝 票 区 !性別!当日有権者数|投票者数|投票率
i 第 l投票1" ~引 542
(長浜町体育館) !-許寸一寸話
| 第2投票ほ L一手ド 476

片側ふれあい会賢官)片円』寸話 8431 

第3投票区 | 18 I 1583.3:1 l 片云I4029  I (青島コミュニティセンタ…)I 言十 I 58 I一一寸寸一- 75.8τ 

(長Zfff)三ナす?ト五什-25
何時|十 435I 378 I 86.90 

女

男

I -tぞ:112I 270 I 86.54 
|オ，，80' 508 I 87.59 
I j耳 61I 51 I 83.61 

1 女 71I I2 ド7，'{2 

1言十 1:12 I 11:1 I 85.61 

AH?fii 

| 日号 "4

89.9円

88.:15 

82.82 

83.15 I 

76.20 

77.80 

77.013 

78.36 

76.92 

せ13

494 

907 

373 

470 

55 I 118 I-干6.13つ
290 1 221 1 76.21 1 ----__ ------------__ 
268 1 2"自1 88.81 1 

第日投品~r;z

(晴海集会所)

第6投票医

(櫛'10小学校体育館)
ト一一一一一一一
第7投票区

l漬沢公民館)

開



一
月
十
五
日
、
長
浜
町
中
央
公
民
館

で
平
成
十
一
作
成
人
式
が
行
な
わ
れ
、

町
内
の
新
成
人
者
男
子
六
十
二
人
、
女

子
大
十
一
人
め
計
百
二
十
三
人
が
成
人

式
を
迎
え
ま
し
た
。

な
お
、
新
成
人
者
の
氏
名
は
次
の
と

お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

長
浜
地
区
(
詩
人
)

坂
本
千
秋
、
山
崎
潤
子
、
首
藤
洋
美
、

谷
本
啓
一
、
矢
野
洋
美
、
上
崎
愛
華
、

伊
達
美
津
子
、
ト
平
林
亜
山
美
、
松
田
修
、

支
局
正
志
、
飯
野
寿
雄
、
河
野
康
裕
、

熊
野
華
枝
、
井
上
真
里
子
、
加
藤
久
美
、

新
開
秀
憲
、
松
行
和
美
、
橋
本
真
智
子
、

古
本
猛
、
岩
城
匡
希
、
矢
野
秀
幸
、
高

崎
圭
一
郎
、
松
本
修
、
玉
井
真
弥
、
鶴

崎
聡
史
、
高
田
典
子
、
山
本
陽
子
、
谷

浦
忍
、
吉
田
潤
一
郎
、
上
川
恵
、
成
田

か
お
り
、
岡
田
文
宏
、
富
旧
勝
也
、
山中つ且官l〈成拡制・内ノムロ国車

ψ

世盲青写
ムヲゅの4一品再

本
紀
子
、
青
野
茂

沖
浦
地
区
(
刊
人
)

明
智
奈
緒
、
谷
淵
俊
之
、
奥
田
知
恵
、

稲
田
葵
、
清
水
由
美
、
片
山
崇
叶
、
山

下
淳
子
、
泉
原
健
太
、
大
橋
茂
、
上
面

大
輔
、
石
田
美
智
子

今
坊
地
区
(
自
人
)

藤
岡
茜
、
谷
岡
正
秀
、
浮
井
美
山
、
谷

上
大
作
、
中
見
降
色
、
一
日
間
岡
祥
智

櫛
生
地
区
(
世
人
)

大
塚
貴
司
、
賓
生
卓
、
桑
野
直
晃
、
右

内
勝
也
、
政
所
美
奈
、
清
水
か
お
り
、

下
坂
貴
夫
、
松
浦
哲
司
、
高
屋
浩
司
、

津
田
祐
司
、
浮
井
正
徳
、
坂
東
愛

出
海
地
区

(
5
人
)

垣
見
直
利
、
坪
田
元
気
、
山
口
真
矢
、

平
野
貴
久
、
安
藤
禎
子

大
和
地
区
(
加
入
)

太
田
好
映
、
荒
木
徹
、
旧
制
正
子
、
大

塚
正
美
、
畦
桁
次
、
谷
口
弘
美
、
川
内

崇
裕
、
亀
岡
紀
子
、
寓
代
弥
恵
子
、
賓

生
さ
や
か
、
大
成
寛
、
中
川
直
子
、
西

奮いのことばを述べる
河内崇裕さん

君矢真
う
旧
丁

l

宇佐表発見
立
日
中

田
大
介
、
向
田
晋
也
、
野
村
山
川
恵
、
横

山
慎
也
、
菊
地
幸
子
、
叶
岡
秀
人
、
川

元
雅
之
、
川
一
冗
朋
子
、
源
野
恭
子
、
東

里
美
、
谷
口
健
、
中
上
智
和
、
細
川
伸

一
郎
、
上
田
光
一
忠

豊
茂
地
区

(
5
人
)

西
山
愛
、
城
戸
晃
、
政
所
亜
希
、
兼
高

久
、
藤
本
将
人

白
滝
地
区
(
叩
人
)

武
田
聡
雄
、
山
崎
真
知
子
、
新
出
恭
下
、

藤
湖
温
子
、
熊
野
徹
、
田
中
政
大
、
石

川
美
鈴
、
中
野
貴
広
、
恩
地
美
知
花
、

大
成
美
知
恵

戒
川
地
匹

(
5
人
)

宮
本
美
希
、
石
堂
白
一
一
伯
、
中
野
景
子
、

矢
野
美
由
紀
、
鎌
田
美
保

柴

地

区

(
0
9

人
)

高
橋
里
枝
、
梅
園
絵
美
、
窪
珠
希
、
清

水
良
枝
、
徳
山
真
也
、
徳
山
昌
弘
、
小

西
賢
、
岩
井
真
理
子

イ寸けましょう

悪徳商法でお困りのことがありましたら、次の

所まで遠慮なくご相談ください。

{相談先}八幡浜地万局くらしの窓口 (ft0 8 9 
4-24-3700) または、役場経済課 (ft5 
2-1111 ・(有)2121) まで。

意見発表を行う
坂本千秋さん
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長
浜
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

連
絡
研
究
会

会

長

叶

岡

悦

美

平
成
十
年
十
一
月
二
十
一
日
、
私
た

ち
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
は
一
松
山
市
で

行
わ
れ
た
え
ひ
め
産
業
文
化
祭
り
に
参

加
し
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
の
は
、

県
下
七
十
市
町
村
の
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
員
さ
ん
や
地
域
の
業
者
な
ど
で
、
お

障
さ
ん
も
お
向
か
い
さ
ん
も
元
気
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
技
が
長

浜
町
も
、
「
年
年
変
わ
り
映
え
し
な
い

ね
1

」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
ど
こ
の

だ
れ
に
も
負
け
な
い
元
気
の
い
い
か
け

声
と
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
い
声
を
か
け
て
下

さ
乙
経
済
課
の
お
姉
さ
ん
の
助
け
も
あ

り
、
持
っ
て
い
っ
た
海
の
幸
、
山
の
幸

す
べ
て
を
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
と
こ
ろ
で
、
今
回
参
加
し
て
感
じ
た

こ
と
を
一
一
う
ば
か
り
述
、
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
私

た
ち
の
長
浜
町
で
採
れ
る
菅
の
り
は
、

他
で
は
採
れ
な
い
絶
対
に
自
慢
の
で
き

る
産
物
だ
ど
い
う
こ
と
で
す
コ
こ
う
い

機
会
を
利
用
し
て
、
少
し
で
も
松
山
市

な
ど
に
持
っ
て
行
き
、
食
べ
て
も
ら
い
、

水
量
豊
富
で
き
れ
い
な
肱
川
だ
か
ら
こ

そ
質
の
い
い
青
の
り
が
採
れ
る
ん
だ
と

い
う
こ
ど
、
そ
し
て
、
こ
れ
以
上
汚
れ

た
水
に
な
っ
た
り
、
ダ
ム
建
設
・
分
水

が
行
わ
れ
た
り
す
る
と
、
も
う
採
れ
な

く
な
勺
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
こ
と

な
ど
を
、
訴
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
と
思
い
ま
し
た
。

二
つ
自
に
は
、
私
は
今
回
で
二
回
日

の
参
加
で
し
た
が
、
前
回
来
た
時
よ
り

千盟::J事富士重
乎語:]1，ート

ねこそぎ古ラッシュー長浜高校美術部

賢
い
物
袋
持
参
の
人
が
多
く
な
っ
た
上

う
に
思
っ
た
二
と
で
す
。
と
て
も
い
い

こ
と
だ
と
思
い
、
私
に
も
で
さ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。

来
年
も
え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り
が

て討論針f
民踊研覧会

弘美弥教室

(舞踊)

っそ勢の人出で賑わったえひめ産業文化祭り

{事

私
た
ち
の
教
室
は
、
創
設
以
来
早
い

も
の
で
も
う
二
十
年
に
な
り
ま
す
に
当

時
か
ら
休
ま
ず
続
け
ら
れ
て
い
る
方
を

は
じ
め
、
小
中
高
校
生
な
ど
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、
和
と
健
康
を
モ
ッ
ト
ー

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
一
一
一
人
の
児
童
・
生
徒
が
、

後
継
者
の
雛
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

私
た
ち
も
、
こ
の
か
わ
い
い
雛
を
育
て

開
催
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に

も
、
た
く
さ
ん
の
特
産
品
と
笑
顔
を
持
っ

て
行
っ
て
、
長
浜
を

P
R
し
て
一
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
I

止
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

る
た
め
に
、
老
い
に
む
ち
打
っ
て
頑
張

ら
な
〈
て
は
と
思
り
て
い
る
と
こ
ろ
で

す。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
敬
老
会
、
隠

し
芸
大
会
、
芸
能
祭
、
盆
踊
り
、
滝
祭

り
、
老
人
ホ
1

ム
の
慰
問
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
シ
ト
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
踊
っ
て

楽
し
め
、
お
金
も
あ
ま
り
か
か
ら
な
い

こ
と
で
す
c

肩
こ
り
、
腰
痛
、
神
経
痛

な
ど
に
も
な
り
ま
せ
ん
よ
υ

皆
さ
ん
も
気
楽
に
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
h
/
ま
す
。

{
代
表
者
・
連
絡
先
一
児
玉
ク
ミ
子

(
白
滝
:
官
五
四

O
四
二
二
)

一
練
習
日
}
毎
週
月
・
水
・
木
・
日
曜

日
(
子
ど
も
と
大
人
で
遠
い
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)

一
練
習
場
所
}
開
玉
宅

一
会
員
}
児
玉
ク
ミ
子
、
松
田
ミ
ヨ
子
、

鎌
田
ア
ツ
子
、
藤
本
節
子
、
大
野
詳
子
、

楠
崎
由
里
芳
、

L
崎
寛
江
、
矢
野
領
子
、

渡
辺
か
な
子
、
酒
井
妙
子
、
谷
口
町
江
、

波
辺
民
子
、
大
野
利
子
、
山
本
静
栄
、

松
岡
美
希
、
岡
崎
リ
ツ
工
、
梶
本
幸
子
、

児
玉
香
菜
子
、
別
一
討
さ
き
、
楠
崎
ま
ゆ

み
、
久
保
み
ち
え
、
東
ゆ
り
、
大
野
ま

り
な
、
児
玉
梨
香
了
、
門
田
美
香
、
窪

裕
子
、
中
嶋
真
美
、
万
野
チ
ヨ
ミ

ルめ
7
任
、
り
J

つ
れ
レ
ザ
ヲ
わ
i

ー判

I
v
t
M官、夫
M
V
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イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ

i
出
現

ー
豊
友
会
が
飾
り
付
け
1

昨
年
末
に
豊
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
飾
り
付
け
ら
れ
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

お
正
月
を
通
し
た
約
十
か
打
開
、
地
域

を
明
る
く
照
ら
し
出
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
地
元
の
町
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
畳
友
会
が
、
新
年
を
明
る
く
迎
え
よ

う
と
企
画
・
実
情
し
た
も
の
。
高
さ
約

一一

l
M
川
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
母
体
と

し
て
、
三
角
形
に
浮
き
上
が
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
目
見
ょ
う
と
訪
れ
た

家
族
連
れ
ら
は
、
そ
の
美
し
い
光
の
芸

術
に
、
し
ば
し
同
を
奪
わ
れ
て
い
た
。

沖
浦
公
園
に
葉
ボ
タ
ン
文
字

i
地
域
住
民
が
奉
仕
作
業

1

昨
年
末
か
ら
、
沖
浦
公
園
に
植
栽
さ葉ボタンで描かれた「オキウラJの文字

れ
た
葉
ボ
タ
ン
文
字
が
、
道
行
く
人
の

日
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
沖
浦
公
民
館
と
地
域
の
有

ぷ
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
、
美
し
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
土
壌
づ
く
り

か
ら
植
栽
ま
で
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

た
も
の
。
花
壇
に
は
、
白
と
赤
の
葉
ボ

タ
ン
約
二
百
五
十
株
を
利
用
し
て
「
オ

キ
ウ
ラ
」
の
文
字
が
描
か
れ
て
い
る
ほ

か
、
山
長
fJ
笠
通
じ
て
楽
し
め
る
よ
う
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
な
ど
も
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

作
業
に
あ
た
っ
た
あ
る
女
性
は
、

「
花
づ
く
り
の
仲
間
が
も
っ
と
も
っ
と

増
え
れ
ば
:
」
と
今
後
の
期
待
と
夢
を

話
さ
れ
て
い
た
。

豊茂小学校に出現したイルミネーション

勝
負
を
決
め
た
そ
の
一
手

ー
第
六
十
七
回
新
春
囲
碁
大
会

5

一
月
四
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
六

十
七
回
新
本
間
葉
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
の
愛
好
者
ら
二
十
七
人
に
上
る

静
か
な
る
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

な
お
、
、
玉
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

A
級

{
優
勝
一
久
保
好
明
(
豊
茂
)

一
準
優
勝
一
石
川
仁
(
大
洲
市
)

一
第
三
位
一
石
田
文
男
(
長
浜
)

B
紐

一
優
勝
一
大
壕
高
作
(
長
浜
)

七
革
関
に
ホ
ク
ホ
ク

ー
親
子
で
野
草
に
親
し
む
会

1

一
月
七
日
、
豊
茂
小
学
校
で
「
親
子

{
準
優
勝
一
篠
崎
秀
矢
(
内
子
町
)

一
第
三
一
位
一
黒
田
教
一
不
(
沖
浦
)

待ちに待った七草粥をうけとる子どもたち

で
野
草
に
親
し
む
会
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
百

人
が
参
加
し
た
。

寒
風
の
中
集
ま
っ
た
参
加
者
ら
は
、

資
料
な
ど
を
手
に
、
約
一
時
出
か
け
て

近
く
の
田
畑
を
回
り
七
千
平
を
採
集
。
持

ち
帰
っ
た
七
草
を
馴
れ
な
い
手
つ
き
で

刻
み
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
ら
の

協
力
を
得
な
が
ら
お
粥
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
。待
つ
こ
と
数
十
分
、
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
で
き
あ
が
っ
た
栄
養
満
点

の
お
粥
を
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
お
い

し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
た
。

真剣な表情で盤に向かう参加者

E 
LE 
j骨
子高
-12 

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
削
り
残
せ
る
山
眠
る

高

左

木

方

み
の
虫
の
風
に
吹
か
る
る
命
綱

久

保

七

葉

在
り
し
日
の
妻
の
座
に
ゐ
て
賀
状
書
く

菊

地

徹

ど
う
見
て
も
先
の
短
い
年
忘
れ

都

日

マ

サ

子

ほ
ろ
酔
ひ
に
文
字
の
乱
れ
る
年
忘
れ

河

野

友

子

無
口
な
る
夫
な
れ
ど
ゐ
て
冬
ぬ
く
し

小

西

イ

セ

子

晩
学
の
夢
ま
だ
捨
て
ず
年
迎
ふ

神

西

光

子

晩
年
の
日
々
い
と
ほ
し
み
落
ち
葉
掃
く

宇
都
宮
恵
美
子

年
忘
れ
孫
の
話
し
に
花
が
咲
く

永

岡

幸

市

師
の
席
の
ぽ
う
ん
と
空
き
し
年
忘
れ

鎌

田

政

子

た
だ
で
さ
え
忘
れ
は
げ
し
き
年
忘
れ

亀

川

哲

久

子
と
遊
ぶ
銀
十
九
日
も
み
じ
の
降
る
中
に

松

田

裕

子

ょ
う
食
べ
た
よ
う
た
べ
た
と
て
年
忘
れ

松

田

上

口

幸

校
庭
の
樹
木
飾
り
て
ク
リ
ス
マ
ス

波

辺

恭

一



H

豊
茂
小
学
校

H

ど
ん
ぐ
り
が
あ
た
ま
に
お
ち
て
い
て
て

の

て

一

年

松

田

理

恵

さ
か
あ
が
り
い
き
お
い
つ
け
て
そ
ら
を

け

る

一

年

宇

都

宮

美

帆

帰
り
み
ち
お
母
さ
ん
の
手
あ
っ
一
た
か
い

二

年

宇

都

宮

清

菊
の
花
秋
に
は
や
っ
ぱ
り
こ
れ
が
い
い

=
一
年
花
内
拳
志
郎

秋
の
山
ま
っ
赤
に
も
え
で
き
れ
い
だ
な

=

一

年

菊

地

真

央

か
ま
き
り
が
物
ほ
し
ざ
お
で
ウ
ル
ト
ラ

C

四

年

宇

都

宮

将

喜

臼
が
く
れ
て
谷
こ
え
て
く
る
え
ち
ご
じ

し

五
年

大

宮

真

人

月
を
背
に
お
だ
ん
ご
ば
か
り
食
べ
て
い

秋
台
風
コ
ス
モ
ス
た
お
し
て
去
っ
て
い

く

六

年

兼

高

達

也

お
見
合
中
し
ぶ
柿
あ
ま
怖
赤
く
な
る

六

年

菊

地

千

恵
方領土の田

2月 7日

囲
島
返
還

平
和
な
未
来
へ

橋
渡
し

昨年末に排出された大量のごみで埋め尽くされた沖浦の不燃物処理場
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一
日
時
一

一一一
月
七
日
(
日
)
午
後
一
時

半
j
三
時

一
場
所
一

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

(
東
宇
和
郡
字
和
町
卯
之
町
四
丁
目
十

一
番
地
二
)

{
内
容
}
金
管
楽
器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
「
プ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
音
楽
の
旅
」

一
募
集
人
員
一

三
百
人
(
先
着
順
)

一
募
集
締
め
切
り
一

二
月
二
十
六
日

(
金
)
必
着

一
入
場
料
一

無
料

一
手
続
一

往
復
は
が
き
に
、
公
演
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
博
物
館
ま
で
申
し
込

む
。
(
一
枚
に
つ
き
四
人
ま
で
有
効
。

た
だ
し
、
二
人
以
上
で
申
し
込
む
場
合

は
、
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
記

入
)

印刷 (有)岸本印刷平成11年2月 l日発行平成11年 2月号広報ながはま

一
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
一

愛
媛
県

歴
史
文
化
博
物
館
振
興
課
生
涯
学
習
係

(〒
七
九
七
l
八
五
一
一
一
東
宇
和
郡

宇
和
町
卯
之
町
四
丁
目
十
一
番
地
二

一

宮

O
八
九
四
|
六
二
|
六
一
一
一
一
一
一
)
ま

で。

よ
ゆ

結

婚

イ主

戸斤

氏

名

大今松沖
洲山
市坊市浦

岡

和敏裕智

強

富
士
雄

葱幸美也

「 一一一ー一一一ー一一一一一一一一一一一ー・寸 下櫛下今豊

山火事予防運動 時生護坊茂

3月1日，...7日

説建 jiJZZ
火を防ぎ緑の山から広がる未来 j主主交合主

佐
々
木

池

下
岡

田

井

上
二

宮山火事の出火原因の半分

以上は、「たき火Jiた ばこ」
「火入れ」、つまり失火によ
る火災が占めています。

冒頭から私事で恐縮だが、 2月

3日は能者の結婚記念日で、今年

はエメラルド婚。遅蒔きながら、

人間のあり方について考えてみる。

「なんという傑作だ、人間とい

う奴は!J (ノ、ムレ ッ ト)あるい

は「人間は歩く影法師、哀れな役

者だJ(マクベス)。いずれもシェー

クスピアの劇中の言葉。人格主義

者の阿部次郎は、有名な 『三太郎

の日記』に「何を与えるかは神様

の問題である。与えられたるもの

をいかに発見し、いかに実現すべ

きかは人間の問題である。ただ、
ひノ、パJ円、 ニと

菓性を異にする全ての個人を通じ

て変わることなきは、与えられた

るものを人生の終局に運び行くべ

き試練と労苦と実現との一生であ

る。与えられたるものの大小にお

いてこそ差別はあれ、試練の一生

涙と笑いとを通じて歩むべき

(略)一生においては一一一全ての

個人が皆同ーの運命を担っている。」
かっ ，，1'

と喝破し、自分を「天才」と自覚

するか「人間」と自覚するかは自

由だが、「人間」の自覚を根底と

しない「天才」の意識は、人を騎

慢と虚飾と絶望に駆り易いと警告

している。

昭和28年 2月 1日に、日本で最

初にテレビ放映を開始したNHK
さ寸が み

の教養番組は流石に実がある。

今月のトップは田淵章弘さん
-明美さんのカップル

長

浜

肱
川
町

上淵

明章

村田

田矢

鎌津中

田

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

ロ
月
届
出
分
一
敬
称
略
、

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

今

坊
下
須
戒

日ひ瑛土
南 な美 み
子 ニ

中キ公
見下

お
〈
や
み

ロ
月
届
出
分

'
敬
称
時
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

美弘

長

浜

長

浜

黒

田
仁

久

下
須
戒

長

浜

今

坊

橋上上岡西井

一

彦
(
三
九
)

キ
ミ
子
(
七
四
)

翠
太
郎
(
九
七
)

ト
シ
ヱ
(
七
六
)

猪
久
馬
(
八
七
)

智
(
六
ニ

イ
ソ
ノ
(
八
七
)

東大中井西小藤
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人口・世帯数のうごき

12月末現在 前月との比 l段

10，185人 2人i成
人 口 (男 4，801人) (男 6人減)

女 5，384人 女 4人増

世帯数 3，652世帯 l世帯増


